程よ い 人 



i 島 与 志 雄 



てく すんで る こと も あるが、 それと は 別に、 気分 はた 

いてい 明るかった。 何 かしら 統一 のとれ ない 感じ を 私 

は 受けた。 そのこと が 却って 私を惹 きつけた 所以 かも 

知れない。 

私たち は 同僚の 目 を 避けて、 映画 を 見に 行ったり、 

コ ー ヒ ー 店に はいったり、 郊外 散歩と しゃれたり、 彼 

女の 室で 酒 を 飲んだり した。 甚だ 通俗的で みみつ ちい 

と 言えば それまで だが、 言い換えれば 破目 を はずす ザ J 

とがなかった の だ。 

一方で は、 私の 借金 政策 はう まくい つた。 返済 期日 

を 厳守した ため、 借金 をしながら 却って 信用 を 得た と 



「いろいろ 噂に も 上つ てること だし、 用心し なくち や 

いかんよ ご 

そのような ことで、 結局 あやふやに 終った。 私の 方 

では、 借金の 整理 方法 もつ きかけ てるから 安心して く 

れと、 中 尾の 手 を 握りし めて やった。 実のところ、 も 

う 大して 借金 を 繰り返さ なく ともよい ところまで、 黒 

川の 手に ある 私の 資金 は 太って いたので ある。 

会社に 於て は、 私の 周囲に 微妙な 雰囲気が 漂って い 

た。 ひそひそ とした 噂 話、 好奇の 眼、 不安そう な 眼、 

冷淡な 素振り、 わざとら しい 同 晴 的 態 S など、 さま ざ 



ゝ o 一 

力 」 

「いったい どんな ことなの ご と 私 は そら 恍けた。 

彼女 は 私の 顔 を じ つ と 見た。 

「会社の いろんな 人から、 お金 を 借りて いらっしゃる 

でしよう ご 

「ええ、 借りて るよ。」 

私 は 無雑 作に 頷いてみ せた。 

「それ を、 なぜ 隠して いらした の ご 

ばかげた 問いで ある。 人に 金 を 借り てること など、 

隠す も 隠さない もない、 どうで もい いこと なの だ。 わ 

ざ わざ 吹聴す る ほどの ことで もな いの だ。 ところが、 



はっきり 意識して、 頭 は 熱くな リ心は 冷え冷えと した。 

京 子 は 会社 を やめた。 他に 転勤した ものら しい。 私 

へ は 改まった 挨拶 もな く、 私の 方から も 手 を 差 延べよ 

うと はしなかった。 然し、 彼女の こと は 妙に 心の 隅に 

残った。 それが 当然の ことか も 知れない が、 どこかに 

曇りが 出来た ような 感じ だ。 そして 私 は、 自然 的に も 

また 故意に も 会社で は 〔# 「故意に も 会社で は」 は マ 

マ〕 すべてに 冷淡な 態度 を 取った。 口 は あま リ 利かず、 

笑う こと は少 く、 事務 は のろのろ とやり、 誰に も迎向 

せず、 誰に も 逆らわなかった。 京 子の 退職と 関連して、 



の 至りで あり、 場合によって は、 如何なる 犯罪 を も 働 

き 得る ので は あるまい か。 程 良い 人間な どで は 西 山 は 

決してない。 

私 は 考え y 」 みながら 会社 を 出、 考え y 」 みながら 街路 

を 歩いた。 自分自身が いとおし くそして 惨めだった。 

程好い 人間、 程好い 人間 …… 心に 眩いて いると、 涙が 

出て 来そう だった。 感傷 も 程好く せよ、 と 反省して、 

顔 を 挙げ、 私 は 煙草 を 吸った。 
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